国際動産取引法　2009年度　期末試験問題　(高橋宏司担当)
化学肥料の製造を業とするBは、肥料Yを製造するためであることを商社Sに伝えて、材料「X(一級)」を一定量Sから買受ける契約を「インコタームズ2000 CIF神戸」条件でSとの間で締結した。Sは、Bを荷受人、神戸港を到達地とする運送契約を海運会社Cと締結した。Cは自己の所有船を本件運送に提供したが、Sは、X(一級)の調達に失敗したため、代わりにX(二級)を船積した。X(二級)はX(一級)に機能的に代替するが、X(一級)と比べて、不純物が多いため、市場価格は安い。船積時に、SはCに対して、運送品の種類をX(一級)であると通告したが、Cは、通告が正確であることを確認する専門的知識・能力を有していなかったため、運送品の種類を「『X(一級)』であると荷送人に言われている(“said by the shipper to contain”)」として記載する船荷証券を発行した。Sはこの船荷証券と引換えにBから売買代金の支払を受けた。船積されたX(二級)は、保管されていた船倉で運送中に火災が生じたため、その半分が焼失したが、残りの半分は火災の影響を受けずに神戸港に荷揚げされた。荷揚げ後速やかに、Bは、荷揚げされたX(二級)を検査し、それがX(一級)でないことが判明すると、X(一級)は運送中にX(二級)に変異する性質のものではないことを専門家に確認し、Sに品違いを通知した。Bは荷揚げされたX(二級)を使用して、所期の目的どおり肥料Yを製造したが、X(一級)を使用した場合と比べて不純物の精製に多めの費用がかかり、さらに、焼失したX(二級)の量に相当する量のX(一級)を他から調達する費用もかかった。日本法、なかでも、国際物品売買契約に関する国際連合条約(CISG)および国際海上物品運送法が適用されるとして、以下の独立した各問いに答えなさい。

(1) BはSに対して、支払った代金の全部または一部の返還を請求できるか。一部の返還を請求できる場合、その額の計算に際して物品の価値を算定する基準時はいつか。(期末試験総計80点中25点)
(2) BはSに対して、不純物の精製にかかった余分の費用および焼失したX(二級)の量に相当する量のX(一級)を他から調達した費用について、損害賠償を請求できるか。SがX(一級)の調達に失敗した原因が、(i) 自身の調達計画の乱れによるがSにその点の過失がなかった場合と、(ii) 契約締結後に、X(一級)の調達を予定していた国において、外見上安定していた政権がクーデターにより崩壊し、激しい内戦が勃発したため、X(一級)の産地へのアクセスが断絶したことによる場合とに分けて論ぜよ。(25点)
(3) Bは、不純物の精製にかかった余分の費用について、船荷証券の記載に依拠して、Cに対して損害賠償を請求できるか。(10点)
(4) Bは、焼失したX(二級)の量に相当する量のX(一級)の日本における市場価格について、Cに対して運送契約違反に基づく損害賠償を請求した。火災が、(i) 船員が船倉内で吸った煙草の消し忘れによって発生した場合と、(ii) Cから造船を請負った業者の設計ミスにより、船倉がXを受入れると通風が悪くなりエンジンの熱がこもる構造になっていたために発生した場合とに分けて、Cの損害賠償責任の有無および程度を論ぜよ。なお、立証責任の分配は論じる必要がない。(20点)
